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（写真）久保 慶明 

 

 
 

 
 
【25 年新春号 主な内容】 
 

1 面  表紙写真「正月のジャンジャン横丁」 

2 面  阪東副支部長のあいさつ 

3 面  歴代支部長に突撃!!  

4 面  第 28 回誌上研修「国税通則法の改正に伴う税務調査の手続き」 

6 面  寄稿「今年の漢字」、「支部ゴルフコンペ」 

    租税教育推進校等の署長表彰状授与 

7 面  支部旅行に参加して、新会員の紹介 

8 面  告知板、最新研修ビデオの紹介、原稿・写真募集、編集後記 

No.29 

『正月の 
ジャンジャン横丁』 

 
いまや全国区の観光名所と

なった通天閣のお膝元、新世

界の一角にある。 

戦後、店々から呼び込みのた

めの三味線や太鼓の音が、

「ジャンジャン」と響いてい

たことからその名がついた

といわれる。 

串カツ屋をはじめ、焼肉、立

ち呑み居酒屋など庶民派の

店が、ずらりと並ぶ。 
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新春ご挨拶 
副支部長  阪東 寛 

 

あけましておめでとうございます 

会員の皆様には、新しい年を穏やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。 

旧年中は、支部事業活動に対しましてご支援ご協力を賜り、誠に有り難うございま

した。本年も、昨年と同様相変わらず、ご協力の程宜しくお願い申し上げます。 

昨年を振り返って回想すれば、国政においては震災復興、領土問題、政権交代、経済問題等が山積してお

り、心穏やかに過ごせる時がありませんでした。本年は、落ち着いた政治を司っていただきたいものです。 

私の新年の始まりは、毎年恒例の元日ゴルフから１年が始まります。平成２４年１月１日岸和田ＣＣ梅コ

－ス３番ショートホールで、一生に一度有るか無いかの奇跡のホールインワンから、私の辰年が始まりまし

た。周りの方達たちからすれば、縁起が良いと言う方、又、危険に遭遇するという方、のお話を思い浮かべ

ますと、両極端の事柄が起こりました。縁起が良かったのは、息子の結婚をはじめ親族の結婚ラッシュであ

り、その反対に危険な場面は普段からの体調管理を怠り、飲食時に意識不明となり救急車で病院へ運ばれた

ことなどが思い出されました。その際には、身近でお世話をしていただいた先輩諸氏には、ご迷惑をおかけ

しましたこと深謝いたします。 

また、業務関連の事柄では、泉大津支部事業活動、近畿税理士会公益活動対策

部事業、和泉市の指定管理者選定委員、顧問先企業の業績悪化による融資案件を

数多くサポートした事等、多忙な１年であり自身にゆとりが無かったように思え

ました。今年は、昨年の反省から、体調管理を肝に銘じ、税理士業務及び支部事

業、本会事業活動等をこなしてまいりたいと思う所存です。 

また、国の根幹である税に関して、将来を担っていく子供達に租税教育を推進

しなければならないと思いますので、会員の皆様にもご理解とご協力をお願い申

し上げます。 

結びに、会員の皆様にとりまして、この一年が良い年となりますよう祈念申し

上げ、新年のご挨拶といたします。 
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第１回の畑中榮造先生に引き続き、第 2回は、久保慶明先生に突撃取材しました。 

久保先生は、平成元年６月から１期２年間支部長に就任されました。平成元年というと消費税法（昭和６３年当時の

竹下内閣時に成立）が施行された年であります。その辺りの状況も踏まえながら、当時のいろいろな出来事をお聞き

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やはり、20 年以上前の記憶を辿っていただいて印象に残って

いたことは、当時の裏話でした。 

久保先生には、時間を割いて取材に協力してくださりありが

とうございました。 

この取材を通じて歴代の支部長先生に普段

聞くことができないような貴重な体験をさ

せていただきました。感謝しております。 

Ｑ.当時の支部の状況は如何でしたか？ 

Ａ.支部会員は、当時平成元年が８５名、翌年は８６名でした。執行部ですが、平成元年は、私と副支部長

に三宅八郎先生、幸野陸紀先生の３人で、翌年には、副支部長に森福淳治先生を加えた４人で支部運営

をしていました。 

Ｑ.現在の支部の組織づくりをしようと思った

きっかけは？ 

Ａ.税理士会の支部運営においての仕事が増え

つつあり将来的なことも考えてなるべくた

くさんの会員先生方が支部運営に携わるこ

とができるように支部役員を増員すること

を決めました。 

Ｑ.税務援助（現在の税務支援）が活発に

なってきたのがこのころですが？ 

Ａ.年金受給者など地区相談会場に足を

運ぶ人が増え、会員先生方の従事日数

が増えました。 

Ｑ.平成元年 4 月 1 日に施行され

た消費税法について 

Ａ.その時期やったかな～。そんな

苦労したか覚えてないわ～。 

Ｑ.現在の支部へ一言 

Ａ.泉大津支部も若手税理士が増えてきました

が、全体的に大人しいことが気になります。 

当時は、いい意味での意見のぶつかりあいが

多くまとめるには苦労することもありました

が、それが支部の活性化に繋がってきました。

是非、どんどんと意見を述べていただきたい。

今でこそ笑い話ですが、支

部役員の増員は支部規約の

改正になるため近畿税理士

会の承認が必要でしたが、

久保先生はそれを知らず慌

てて本会への報告をなさっ

たそうです。 

当時の泉大津税務署

長ですが、平成元年が

江尻清氏、平成 2年が

御園生功氏でした。御

園生氏は、旧大蔵省か

らの出向で現在は福

岡財務支局長です。今

では考えられません

が、その当時は税務署

の方々と懇親会をよ

くされたそうです。 

その当時の背景とし

て、昭和 62 年度の税

制改正により公的年

金等の見直しが行わ

れました。年金給付は

従来「給与所得」に区

分（給与所得の際は、

給与の月額表を用い

て源泉徴収しており

年末調整がほぼ完了）

されていましたが、昭

和 63 年分から「雑所

得」に改められ所得の

計算方法も変わり公

的年金等控除制度が

創設されました。 

Ｑ．消費税の導入により、法人税・所得税とは

別に計算するため顧問報酬の増額につなが

ったのでは？ 
Ａ．決算申告手数料に込みこみで増えていない

と思います。 

現在とは違って手書きの時代で

すから先生方の負担も大きかっ

たそうです。 

初めての税法のため税理士もそう

ですが、税務署もかなり混乱してい

たのではないかと思われます。届出

関係も現在では期日が厳しいです

が、猶予期間もあったようですし、

一旦提出した届出書を取り下げる

ケースもあったそうです。 
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第 28 回 誌上研修 

「国税通則法の改正に伴う税務調査の手続」 
研修委員  根尾 玲子 

1 事前通知 

 

 《 法律の概要 》 

事前通知 

  納税者に対し実地の調査を行う場合には、あらかじめ、納税者及び税務代理人に対し、調査

を行う旨及び次の事項を通知する。（新通則法 74 条の９①） 

 ①調査開始日時、②調査開始場所、③調査の目的、④調査対象税目、⑤調査対象期間、⑥調

査の対象となる帳簿書類その他の物件、⑦その他政令で定める事項 

                                           

ただし、税務署長等が、納税者の申告・過去の調査結果の内容、その営む事業内容に関する情

報その他国税庁等が保有する情報に鑑み、違法又は不当な行為を容易にし、正確な課税標準等

又は税額等の把握を困難にするおそれその他国税に関する調査の適正な遂行に支障を及ぼす

おそれがあると認めるときには、上記の通知を要しない。 

                                           

  

 

 事前通知した納税者から合理的な理由を付して調査開始日時又は調査開始場所の変更の求めが

あった場合には、これらについて協議するよう努める。（新通則法 74 条の９②） 

２ 実地調査 
   

 

   

質問検査等 

 

 所得税等に関する調査について必要があるときは、納税者等に質問し、帳簿書類その他の物

件を検査し、又は当該物件（その写しを含む。）の提示若しくは提出を求めることができる。

（新通則法 74 条の２～74 の６） 

 

 事前通知した事項以外の事項について非違が疑われることとなった場合には、その通知事項

以外の事項についても質問検査等できる。（新通則法 74 条の９④） 

物件の留置

き  

 国税の調査について必要があるときは、当該調査において提出された物件を留め置くことが

できる。（新通則法 74 条の７） 

３ 調査終了の際の手続 
 

 

   

更正決定等

をすべきと認

められない場

合 

 

更正決定等をすべきと認

められない旨の通知 

  実地の調査を行った結果、更正決定等をすべきと認め

られない場合には、納税者に対し、その時点において更

正決定等をすべきと認められない旨を書面により通知

する。（新通則法 74 条の 11①） 

更正決定等

をすべきと認

める場合 

 
調査結果の説明 

  国税に関する調査の結果、更正決定等をすべきと認め

る場合には、納税者に対し、調査結果の内容（更正決定

等をすべきと認めた額及びその理由を含む。）を説明す

る。（新通則法 74 条の 11②） 

 

修正申告等の勧奨及び

修正申告等に伴う法的効

果の教示 

 

 上記の説明をする場合において、納税者に対し修正申

告等を勧奨することができる。            

この場合において、当該調査結果に関し修正申告書等の

提出があった場合には不服申立てをすることはできな

いが更正の請求をすることはできる旨を説明するとと

もに、その旨を記載した書面を交付しなければならな

い。（新通則法 74 条の 11③） 

 
（納税者からの）修正申告書若しくは期限後申告書の提出又は源泉所得税の納付 
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更正決定等（理由附記） 

 

 全ての処分（申請等の拒否処分及び不利益処分）につ

いて、理由附記する。（新通則法 74 条の 14） 

４ 再調査 
   

 

   

再 調 査 
 

 更正決定等をすべきと認められない旨の通知をした後又は調査の結果につき納税者から修

正申告書等の提出、源泉所得税の納付、若しくは更正決定等をした後においても、新たに得ら

れた情報に照らし非違があると認めるときは、納税者に対し、質問検査等を行うことができる。

（新通則法 74 条の 11⑥） 

＊施行日等        

 施行日： 平成２５年１月１日 

◎ 税務調査手続：平成２５年１月１日以後に納税義務者に対して行う質問検査等（同日前から引き続き行わ 

れている調査等に係るものを除く。）について適用。 

◎ 物件の留置き：平成２５年１月１日以後に提出される物件について適用。 

◎ 理 由 附 記 ：平成２５年１月１日以後にする処分について適用。                  

ただし、平成２５年において記帳・帳簿等保存義務がない個人の白色申告者は記帳・帳簿

等保存の義務化と併せて平成２６年１月１日以後適用。 

＊【参考引用文献】『税務調査手続等の改正に関する研修会』研修資料 近畿税理士会 

 

 
《 ＴＡＩＮＳ（税理士情報ネットワーク）の活用について 》 
 税理士にとって有益な最新判決や裁決などが、税理士のデータベースＴＡＩＮＳに蓄積されています。申告、
納税者の権利救済に役立つので、業務での活用を考えてみませんか？ 

◎ ＴＡＩＮＳ（タインズ）とは？      

  ＴＡＩＮＳとは、Ｔａｘ Ａｃｃｏｕｎｔａｎｔ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｎｅｔｗｏｒｋ Ｓｙｓｔｅｍの

頭文字で「税理士情報ネットワークシステム」の略称です。 

  情報化社会の到来を見据えて、１９８２年から東京税理士会や中国税理士協同組合によって、構築されてき

たわが国で初めての法律情報検索システムは、日税連の指導監督の下、１９９６年８月８日、ＴＡＩＮＳ（タ

インズ）としてＪＶ方式により、スタートしました。 

  ２０１０年１２月１日、一般社団法人日税連税法データベースは、有限会社日税連情報サービスと税理士情

報ネットワーク全国ユーザー会を一体化し、税理士業界の財産として全ての会員が利用できるものとすること

を目的として設立されました。 

  また、２０１１年４月１日には、これまでの地区ユーザー会の受け皿として、各税理士会ごとに一般社団法

人の従たる事務所が設置されています。 

◎ ＴＡＩＮＳ（タインズ）  一般社団法人 日税連税法データベース ホームページ 

  ＴＡＩＮＳ（タインズ）のポータルサイト（総合窓口）として、入会の申込や、最新判決・裁決などを知ら

せています。 

１ 最新判決・裁決      

  判決や裁決に関する最新の情報を、各税目ごとに一覧表にしてあります。☆印は、課税処分の全部又は一部

が取り消された事案です。 

  コードをコピー＆ペーストすると、簡単に税法データベースを検索して、判決や裁決の概要と全文を入手す

ることができます。 

２「税務会計フォーラム」      

  税務会計フォーラムは、ＴＡＩＮＳの会員でなくても、だれでも参加できる会議室で、最新収録情報なども

知らせています。 

  テーマは自由、道府県名と実名で発言します。他人を誹謗中傷する発言は、予告なく削除される場合があり

ます。 

◎ ＴＡＩＮＳ（タインズ）  会員になると？     

  会員専用のＩＤ・パスワードによりＷｅｂ上で事由に検索することができます。判決・裁決をはじめ、「現

況調査の手引」「全国国税局長会議資料」｢調査に生かす判決情報」などのほか、国税庁の内部研修資料などを

収録しており、日々更新されています。（2012.6.6 現在 35,752 件収録） 
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「今年の漢字」 

馬場崎 淳 
 

毎年 12 月になると、その年の世相を漢字一文字で表現する「今年の漢字」が財

団法人日本漢字能力検定協会から発表されます。清水寺を背景に発表されるシー

ンをニュースで見たことがある方も多いと思います。2012 年の今年の漢字は「金」でした。私自身あまり

ピンとこなかったのですが、確かに 5月には日本では 932 年ぶりとなる金環日食があり、夏にはロンドンオ

リンピックで日本人選手が数多くのメダルを獲得したことが思い出されます。 

過去の今年の漢字を調べてみると、1995 年「震」（阪神大震災）、2004 年「災」（新潟県中越

地震）、2011 年「絆」（東日本大震災）で、いかに日本が自然災害の多い国であるかというこ

とがわかります。また、1998 年「毒」2001 年「戦」2007 年「偽」とあまりいいイメージの

ない漢字が選ばれたこともありました。 

現在の日本を取り巻く環境は厳しいですが、2013 年の今年の漢字がいい年であったと思い出

すことのできる 1年であることを願うばかりです。 
 

 
 

支部ゴルフコンペ 
中塚 高志 

 

泉大津支部の中塚です。支部の皆様には日ごろより大変お世話になっております。

この場をお借りしまして御礼申し上げます。 

私は去る 12 月 7 日に泉ヶ丘カントリークラブで開催されました支部ゴルフコンペにご招待いただき参加

させていただきました。 

前日より、ものすごい寒波に襲われるのではないかという情報もあり、非常につらいゴルフになることを予

測していたのですが、当日は好天に恵まれ、少し風は吹いていたものの、絶好のゴルフ日和となりました。 

当日のプレーについては、約半年練習もせず、クラブもにぎっておりませんでしたので、午前中はガチガ

チに力みすぎて最悪なスコアをたたいてしまいました。た

だ午後からはお腹も満たされ、力みもとれたのか 47 でま

わることができ、半年振りにしては気持ちいいゴルフをさ

せていただきました。 

これもひとえに同じ組でまわった中島先生と真奥先生が

場を和ませてくれたからだと思います。ありがとうござい

ました。 

支部ゴルフコンペに参加させていただくのはこれで3度

目になるのですが、これからも機会がありましたら参加さ

せていただきたいと思っておりますので、どうぞ宜しくお

願いいたします。 
 

 
 

 

租税教育の推進及び租税教育推進のための基盤整備等の功績が認

められ『近畿税理士会 泉大津支部』が泉大津税務署 三𠮷署長

様から表彰されました。支部では、毎年、租税教室への講師派遣、

また講師育成のための研修に参加しています。 
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支部旅行に参加して 
永谷 博子 

 

10 月 14 日（日）15 日（月）の二日間、支部旅行に参加させていただきました。

今年は東京スカイツリーがオープンした記念すべき年でもあり、東京方面へ総勢

21 名の参加となりました。 

朝、8時 10 分関西空港を出発し羽田に 1時間ほどで到着しました。時折小雨のふる

曇り空の中、観光が始まりました。まずは葛飾柴又帝釈天です。寅さん記念館に入

り映画の様々なシーンが思い出されました。草団子も美味しかったです。午後から

靖国神社にて、遊就館見学、昇殿参拝をいたしました。次に浅草寺・仲見世にいき、

晩御飯は築地場外「寿司清」で新鮮な魚料理を美味しくいただきました。 

次の日は朝一番に東京スカイツリーに行

きました。事前に予約をしていたのでスムーズな入場でしたが、

天望デッキフロアは大勢の観光客でにぎわっていました。入場券

の 10 枚に 1 枚の絵がイメージキャラクターの「ソラカラちゃん」

で 2 名の先生が皆様から羨ましがられていました。エレベーター

も 4 基あり四季の季節になっていて、上りは夏、下りは春のエレ

ベーターに乗れました。眺めもすばらしく、遠くに富士山を確認

することができました。昼からは国会議事堂の見学にいきました。

参議院議員の尾立源幸先生と秘書の方が丁寧に案内をしてくださ

いましてお世話になりました。次に保存・復元工事が完成した東

京駅丸の内駅舎の見物です。ノスタルジックな雰囲気の中、普通

に駅としても利用されていて不思議な感覚でした。都内をバスで

移動しながら、銀座通りや高層ビルが立ち並ぶ景色とは対照的に

東京駅から皇居前の風景は緑が多く広々と整備されていて首都の

実感をしました。最後は日本税理士会館の前で写真をとり、夜の

関西空港に 21 時 35 分無事帰阪しました。個人旅行ではまわりき

れない密度の濃い盛りだくさんの内容でした。 

集合時間には、女性陣 3 名はいつもギリギリで駆け足となり、首

を長くしてまっておられる先生方には大変ご迷惑をおかけしまし

た（汗）。まさに駆け足の 1泊 2 日の楽しい旅行でした。たくさん

の先生方と楽しく交流ができ嬉しかったです。ありがとうござい

ました。 

 
 

新 会 員 の 紹 介 平成25年1月15日現在…会員数 109名 （内税理士法人 ２） 
 

平成 24 年 10 月 11 日  奥西 俊伸 先生（堺支部より） 

事 務 所 ： 和泉市池上町 3-13-23-2 TEL：0725-46-9250 

メッセージ ： ５年前に堺支部で独立開業し、縁があり泉大津支部へ入会させていただく 

ことになりました。先輩の皆様、ご指導のほどよろしくお願いいたします。 

 

平成 24 年 11 月 21 日  村田 吉生 先生（開業） 

事 務 所 ： 高石市西取石 7-8-2-2 中原弘一朗税理士事務所 TEL：072-267-3666 

趣味・特技 ：  

メッセージ ：  

 

平成 24 年 12 月 19 日  森永 正樹 先生（開業） 

事 務 所 ： 泉大津市豊中町 2-5-7 森永牧雄税理士事務所 TEL：0725-22-3951 

趣味・特技 ： 写真撮影・マラソン 

メッセージ ： 何分未熟ですので、ご指導、ご鞭撻のほど宜しくお願いします。 
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 よ り 
泉大津市、和泉市、支部事務局の３ヶ所においてほぼ毎月のように市民に対する税務相談センタ

ーを開設しています。会員皆様からこの相談員を募集いたしておりますので、ご参加いただける

先生は、今回同封の書類にてご回答を宜しくお願い申し上げます。 

また、確定申告期の地区相談会場の開催日が８日間に短縮されたために、多くの先生が連日の相

談担当となりますことへのご理解とご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。 
 

 
 
最 新 研 修 ビ デ オ の 紹 介 
 

◇日税連マルチメディア研修（平成 24 年度） 

第 1回「平成 24 年度税制改正等について」 

第 2回「改正国税通則法の概要」 

第 3回「国税通則法改正後の調査手続きについて」 

◇法学ゼミナール 

「会社法の倫理と実務の現状と課題」【前・後編】  

「租税法律主義の現代的意義」【前・後編】 

◇全国統一研修会（平成 24 年度） 

「外国人課税をめぐる実務」 

「消費税の改正と会員相談事例について」 

「同族会社の役員報酬～交際費・寄附金の取扱い～」 

◇大阪・奈良税理士協同組合（平成 24 年度） 

第 2回「平成 24 年度から適用される改正項目と法人の実務上の留意点」 

◇プロフェッショナルセミナー 

「中小企業の経営支援について」  

 【第１部】金融機関に対する検査・監督行政について 

【第２部】「中小企業会計が果たす役割－経営改善・体質強化のためにすべきこと－」 

◇近畿税理士会主催 

「税務調査手続等の改正に関する研修会」 
 

  
原稿・写真募集！ 

 

この支部だよりは、支部ホームページでもご覧に

なれます。 

アドレス http://www2.kinzei.or.jp/~izumi/ 

広報委員会では常時原稿・写真を募集しておりま

す。 

寄稿はお気軽に、趣味・エッセイ・業務に関する

こと・日頃の疑問等、テーマはご自由ですので、

是非ともご寄稿をお願いいたします。 

写真もテーマはご自由に撮影場所等記載のうえ

お送りください。 

なお、お送りいただいた原稿・写真は、紙面に限

りがあり、掲載できない場合もありますので、そ

の際はご了承ください。 

 

お問い合わせは、泉大津支部事務局まで 

TEL0725-33-7400 FAX0725-33-7405 

e-mail izumiootusibu＠theia.ocn.ne.jp 

編集後記 
 

新年明けましておめでとうございます。 

会員の皆様方にはよき新春をお迎えのことと、お

喜び申し上げます。支部だよりの発刊に編集委員

として携わるのも８回目となりました。今回は、

「歴代支部長に突撃取材」を担当させていただき

ましたが、原稿の作成、編集の難しさを痛感致し

ました。 

昨年末は政権も変わり日経平均株価も上昇して

います。日本経済の復興が期待だけで終わらない

ことを切に願います。 

本年も昨年同様よろしくお願いします。会員皆様

方のご健康とご多幸、ご事業の繁栄を心よりお祈

りいたします。   （ T. M ） 


